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二
．�

議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
議
案
別
の
議
決

の
結
果

　
　
第
１
号
議
案

　
　
　
㈠
令
和
４
年
度 

事
業
報
告

　
　
　
㈡
決
算
関
係
書
類
承
認
の
件

　
　�

　
事
務
局
　
小
板
橋
広
行
　
説
明
。
監
事

番
　
清
彦
　
監
査
報
告
。
全
員
異
議
な
く

承
認
可
決
決
定
。

　
　
第
２
号
議
案

　
　
　
㈠
令
和
５
年
度 

事
業
計
画（
案
）及
び

　
　
　
㈡
収
支
予
算（
案
）承
認
の
件

　
　‌�

　
各
委
員
会
の
事
業
計
画
方
針
に
つ
い
て
、

理
事
　
藤
間
鋼
太
郎
、
理
事
　
閑
林
憲
之�

理
事
　
池
田
芳
明
、
理
事
　
橋
口
真
二
　
説

明
　
㈡
収
支
予
算（
案
）
事
務
局
　
小
板
橋

広
行
　
説
明
。

　
　
全
員
異
議
な
く
承
認
可
決
決
定
し
た
。

　
　
第
３
号
議
案
　
役
員
改
選（
案
）の
件

　
　‌�

　
理
事
全
員
任
期
満
了
に
よ
り
、
理
事
会

の
新
理
事
候
補
者
名
簿（
案
）
を
諮
り
、
全

員
異
議
な
く
承
認
可
決
決
定
。

　
　
第
４
号
議
案
　
そ
の
他

　
　‌�

　「
特
に
な
し
」
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、
議

事
は
全
て
終
了
。

令
和
５
年
度 

通
常
総
会

　
当
協
会
の
令
和
５
年
度
通
常
総
会
は
、
６
月

１
日
㈭
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
３
階「
明
倫
」

に
お
い
て
開
催
。

　
午
後
４
時
４０
分
よ
り
小
板
橋
事
務
局
長
の
司

会
に
よ
り
総
会
開
催
が
宣
言
。
道
端
会
長
が
挨
拶
。

　
本
総
会
の
議
長
は
、
定
款
第
２２
条
の
規
程
に

よ
り
道
端
会
長
が
議
長
に
就
任
。

　
出
席
５５
名
、
委
任
状
５１
名
、
合
計
１
０
６
名
。

現
在
の
社
員
総
数
１
２
０
名
で
あ
り
定
款
第
２３

条
の
規
程
に
よ
り
、
本
総
会
の
定
足
数
は
過
半

数
に
達
し
、
本
日
の
総
会
が
成
立
。

一
．
出
席
者
理
事
等

　
　
代
表
理
事
　
道
端
順
治

�

（
議
長
兼
議
事
録
作
成
者
）

　
　
理
　
　
事
　
谷
口
　
雅
之
・
閑
林
　
憲
之

　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
逸
郎
・
村
川
　
恭
敏

　
　
　
　
　
　
　
小
板
橋
広
行
・
足
立
　
　
満

　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
芳
明
・
今
井
　
　
満

　
　
　
　
　
　
　
畔
柳
　
健
一
・
小
杉
　
俊
一

　
　
　
　
　
　
　
中
﨑
　
　
尚
・
野
村
　
直
樹

　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
真
二
・
波
多
野
宏
行

　
　
　
　
　
　
　
服
部
　
　
宏
・
藤
間
鋼
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
則
康
・
峰
　
　
　
宏

　
　
　
　
　
　
　
渡
瀬
　
　
勝

　
　
監
　
　
事
　
番
　
　
清
彦
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閑林新会長 挨拶

舛田理事

足立副会長 中締め

橋口委員長

高橋監事

藤間委員長

福間理事

番監事

道端会長 挨拶

辻村副会長

谷口副会長 乾杯

池田委員長

大場理事

通　常　総　会

新　役　員

懇　親　会
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文
化
委
員
会

〈
具
体
的
事
業
〉

　
一
、
野
球
大
会
　
４
月
８
日
㈯

　
二
、
写
真
大
会
　
11
月（
予
定
）

　
三
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
　
２
月（
予
定
） 

㈮

技
術
委
員
会

〈
具
体
的
事
業
〉

　
一
、
技
術
研
修
会
３
回

　
・
７
月
１３
日（�

１
級
管
工
事
試
験
対
策
）

　
　
　
　
　
　（
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
）

　
・
９
月（
未
定
）（
メ
ー
カ
ー
説
明
会
）

　
　
　
　
　
　 

　（
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
）

　
・
１１
月
９
日（
１
級
管
工
事
２
次
試
験
対
策
）

　
　
　
　
　
　（
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
）

　
二
、
工
場
見
学
会

　
・
11
月（
未
定
）

　
三
、
安
全
教
育
３
回

　
・
７
月（
未
定
）（
職
長
再
教
育
）

　
・
１１
月（
未
定
）（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
予
定
）

　
　
　
　
　
　 

　（
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
）

　
・
２
月（
未
定
）（
安
全
教
育
の
予
定
）

　
　
　
　
　
　 

　（
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
））

企
画
総
務
委
員
会

〈
具
体
的
事
業
〉

　
一
、
国
土
交
通
省
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催

　
二
、
自
治
体
主
催
の
防
災
訓
練
へ
の
参
加

　
三
、
機
関
誌「A

ikuei

」発
行

　
四
、
独
占
禁
止
法
遵
守
委
員
会
の
運
営

　
五
、
東
海
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
運
営

　
六
、
通
常
総
会
の
運
営

　
七
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

経
営
委
員
会

〈
具
体
的
事
業
〉

　
一
、
入
札
・
契
約
制
度
に
関
す
る
情
報
の
集
約

　
二
、�

直
接（
分
離
）
発
注
・
陳
情
活
動
の
強
化

（
１１
月
中
旬
）

　
三
、�

会
員
及
び
賛
助
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
円
滑
化

　
四
、
新
年
互
礼
会
の
運
営
に
協
力

　
五
、 

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
の
運
営
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令和５年度　　役　　員　　名　　簿

職　名 氏　名 会　社　名

会 長 閑　林　憲　之 閑林工業株式会社

副 会 長 道　端　順　治 ダイダン㈱名古屋支社

副 会 長 谷　口　雅　之 高砂熱学工業㈱名古屋支店

副 会 長 足　立　　　満 足立工業株式会社

副 会 長　 辻　村　和　敏 辻村工業株式会社

副 会 長　 村　川　恭　敏 村川設備工業株式会社

常務理事 若　森　　　茂 協会事務局

理 事 池　田　芳　明 株式会社トーエネック

理 事 井　指　和　昭 井指設備工業株式会社

理 事 今　井　　　満 今井設備工業株式会社

理 事 大　場　章　晴 大冷工業株式会社

理 事 畔　柳　健　一 日管㈱名古屋支店

理 事 小　杉　俊　介 東邦動力工業株式会社

理 事 中　﨑　　　尚 北嶋工業株式会社

理 事 野　村　直　樹 日本設備工業㈱名古屋支店

理 事 橋　口　真　二 ㈱朝日工業社名古屋支店

理 事 波多野　宏　行 三機工業㈱中部支社

理 事 服　部　　　宏 朋和設備工業株式会社

理 事 福　間　俊　介 新日本空調㈱名古屋支店

理 事 藤　間　鋼太郎 藤間工業株式会社

理 事 舛　田　武　浩 新菱冷熱工業㈱名古屋支社

理 事 水　野　則　康 ㈱テクノ菱和名古屋支店

理 事 峰　　　　　宏 須賀工業㈱名古屋支店

理 事 三　輪　恭　久 日比谷総合設備㈱東海支店

理 事 渡　瀬　　　勝 ㈱中部名古屋支店

監 事 番　　　清　彦 川崎設備工業㈱中部支社

監 事 高　橋　誠　二 綜合エンジニアリング株式会社

相 談 役 澁　谷　春　壽 シブヤパイピング工業株式会社
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ス
ロ
ー
ガ
ン

令
和
５
年
度

全
国
安
全
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
高
め
る
意
識
と
安
全
行
動

�

築
こ
う
み
ん
な
の
ゼ
ロ
災
職
場
」

安
全
大
会

安
全
宣
言

　
建
設
現
場
か
ら
労
働
災
害
を
な
く
し
、
誰
も

が
安
全
に
健
康
で
作
業
で
き
る
快
適
な
職
場
環

境
を
つ
く
る
こ
と
が
、
建
設
業
に
従
事
す
る
我
々

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
、
真
剣
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
建
設
業
労
働
災
害
死
亡
者
は
、
長
期
的
に
は

着
実
に
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
働
く
方
々
の
一
人
一
人
が
か
け
が
え
の
な
い

存
在
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
に
お
い
て
、

一
人
の
被
災
者
も
出
さ
な
い
と
い
う
基
本
理
念

の
下
、
よ
り
良
い
将
来
の
展
望
を
持
ち
得
る
よ

う
な
社
会
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
々
の
仕

事
が
安
全
で
健
康
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
不

断
の
努
力
が
必
要
で
す
。

　
本
大
会
を
契
機
に
、
会
員
各
社
が
安
全
衛
生

活
動
並
び
に
安
全
管
理
体
制
の
充
実
を
図
り
、

労
働
者
の
安
全
意
識
を
向
上
さ
せ
、

本
年
度
の
全
国
安
全
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
高
め
る
意
識
と
安
全
行
動

�

築
こ
う
み
ん
な
の
ゼ
ロ
災
職
場
」

お
よ
び
、

　
愛
知
県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
安
全
を
　
諭
す
勇
気
に
　
あ
り
が
と
う
！

�

感
謝
の
気
持
ち
で
　
無
災
害
」

に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

�

令
和
５
年
６
月
１
日

�

愛
知
県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

令
和
５
年
度

愛
知
県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
安
全
を
　
諭
す
勇
気
に
　
あ
り
が
と
う
！

�

感
謝
の
気
持
ち
で
　
無
災
害
」

令和４年度無災害表彰（順不同・敬称略）

愛豊管工㈱ アダチ設備サービス㈱

伊藤水道工業㈱ 今井設備工業㈱

㈱エバ 奥田設備工業㈱

㈱桶元 ㈱カキトー

㈱カケン ㈱栄工業所

㈱佐藤総合設備 ㈱佐藤水建

三機テクノサポート㈱中部支店 ㈱松栄管工

㈱陣内工業所 ㈾眞保工務所
瀬戸ガス水道㈱ 綜合エンジニアリング㈱

㈱中京技研 中部管工事工業㈱

㈱トキワ設備工業所 辻村工業㈱

東邦動力工業㈱ 東洋工業㈱

中根管工㈱ ㈱西原衛生工業所名古屋支店

㈱日設東海支店 日設工業㈱

日本メックス㈱東海支店 朋和設備工業㈱

フジ興業㈱ ㈱本間工業

丸水設備㈱ 村川設備工業㈱

㈱森銀 安田㈱名古屋支店

㈱吉田冷暖房工業所

以上 37 社
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理
事
会

●
第
11
期（
第
11
回
）理
事
会

［
日
　
時
］ 

令
和
５
年
３
月
７
日
㈫

［
場
　
所
］ 
ア
イ
リ
ス
愛
知

［
出
　
席
］ 

28
名

議
事 

「
協
議
事
項
」

　
一
、
年
間
計
画

　
二
、
通
常
総
会

　
三
、
労
働
契
約
書

　
四
、
入
会
者

●
第
11
期（
第
12
回
）理
事
会

［
日
　
時
］ 

令
和
５
年
５
月
11
日
㈭

［
場
　
所
］ 

ア
イ
リ
ス
愛
知

［
出
　
席
］ 

21
名

議
事 

「
協
議
事
項
」

　
一
、
通
常
総
会

　
二
、
労
働
契
約
書

　
三
、
働
き
方
改
革
に
向
け
た
要
望
書

　
四
、
入
会
者

　
三
、
労
働
契
約
書

　
四
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
五
、
入
会
者

●
第
11
期（
第
９
回
）委
員
長
会
議

［
日
　
時
］ 

平
成
５
年
４
月
11
日
㈫

［
場
　
所
］ 

協
会
会
議
室

［
出
　
席
］ 

９
名

議
事 

「
協
議
事
項
」

　
一
、
通
常
総
会

　
二
、
入
会
者

　
三
、
全
国
会
議

●
第
12
期（
第
１
回
）委
員
長
会
議

［
日
　
時
］ 

令
和
５
年
６
月
13
日
㈫

［
場
　
所
］ 

協
会
会
議
室

［
出
　
席
］ 

９
名

議
事 

「
協
議
事
項
」

　
一
、
通
常
総
会

　
二
、
議
案
書
提
案（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）

　
三
、
事
務
局
の
運
営

　
四
、
東
海
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
五
、
技
能
五
輪
の
競
技
補
佐
員
協
力

●
第
12
期（
第
１
回
）理
事
会

［
日
　
時
］ 

令
和
５
年
７
月
11
日
㈫

［
場
　
所
］ 

ア
イ
リ
ス
愛
知

［
出
　
席
］ 

27
名  

　
　

議
事 

「
協
議
事
項
」

　
一
、
通
常
総
会

　
二
、
会
議
提
案
書

　
三
、
東
海
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
四
、
技
能
五
輪
競
技
補
佐
員
推
薦

　
五
、
働
き
方
改
革
に
向
け
た
要
望
書

　
六
、�

名
古
屋
市
と
の
災
害
協
定
に
基
づ
く
防

災
訓
練

　
七
、�

第
８
回
愛
知
空
衛
協
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

委
員
長
会

●
第
11
期（
第
８
回
）委
員
長
会
議

［
日
　
時
］ 

令
和
５
年
２
月
14
日
㈫

［
場
　
所
］ 

協
会
会
議
室

［
出
　
席
］ 

８
名

議
事 

「
協
議
事
項
」

　
一
、
年
間
計
画

　
二
、
通
常
総
会
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働
き
方
改
革
に
向
け
た
要
望
書

●
一
般
社
団
法
人
　
愛
知
県
建
設
業
協
会

［
日
　
時
］ 
令
和
５
年
５
月
２５
日
㈭

［
場
　
所
］ 

愛
知
県
建
設
業
協
会

［
出
　
席
］ �

会
　
　
長�

渡
邉
　
　
清 

様�

愛
知
県
建
設
業
協
会�

�

専
務
理
事
　
三
宅
　
勝
敏 

様�

日
本
電
設
工
業
協
会�

�

東
海
支
部
長
　
大
野
　
智
彦 

様�

日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会�

�

東
海
支
部
長
　
道
端
　
順
治 

様

●
一
般
社
団
法
人
　
日
本
建
設
業
連
合
会

［
日
　
時
］ 

令
和
５
年
５
月
３０
日
㈫

［
場
　
所
］ 

鹿
島
建
設
㈱
中
部
支
店

［
出
　
席
］ �

支 

部 

長�

片
山
　
　
豊 

様�

技 

師 

長�

吉
田
　
祐
史 

様�

日
本
電
設
工
業
協
会�

�

東
海
支
部
長
　
大
野
　
智
彦 

様�

日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会�

�

東
海
支
部
長
　
道
端
　
順
治 

様
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【要望先宛て】

一般社団法人 日本電設工業協会 東海支部

� 　支部長　大野　智彦

一般社団法人 日本空調衛生工事業協会 東海支部

� 　支部長　道端　順治

適切な工期設定及び契約変更並びに「働き方改革関連法」の遵守に向けたお願い

　時下、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　また、日頃私ども設備工事業界に対し、適切なご指導ご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、一昨年来、建設資材の急激な価格高騰や納期遅延、エネルギー価格の上昇等請負契約締結段階

では想定されていない事情により、当初契約に定める請負金額や工期では、工事施工が困難となる状況

が多発しております。特に、建設資材の調達、価格面で契約時点との状況の変化が大きいにもかかわら

ず、価格や工期について適切な見直しがなされず、後工程を担う設備関係業者に「しわ寄せ」が生じてい

る現状があり、今後の事業継続性が危惧されるような事態も生じております。

　また、令和６年４月からは、働き方改革関連法の施行により、建設業におきましても、時間外労働の

罰則付き上限規制（原則、月４５時間かつ年360時間）が適用されます。設備工事業としましても、長時間

労働の是正のため生産性向上、業務効率化に向けた取り組みを進めてまいりましたが、現状では、改正

労働基準法の特別条項による上限の達成も難しい状況にあります。

　つきましては、何かとご負担をお掛けすることとなりますが、特に下記の取り組み事項につきまして、

ご理解ご協力をいただきますようお願い申し上げる次第です。

記

１．適切な工期設定及び契約変更に関するお願い

　⑴　�公共工事標準請負契約約款及び民間工事標準請負契約約款に規定されている請負代金額の変更規

定の尊重

　⑵　�総合建設業者への一括発注の場合に後工程を担う設備工事業者に想定外の経費負担が課せられる

ことのないよう、仕様や工事計画の変更に対応した工期を含む契約内容の見直し

　⑶　適正な工期の設定及び工程遅延が生じた場合の工期延長を含む契約内容の見直し

　⑷　�国土交通省から発出されている経済社会状況の変化に応じた適正な請負代金の設定や適正工期の

確保についての文書の尊重

２．「働き方改革関連法」の遵守に向けたお願い

　⑴　�完全週休二日制（可能な場合は、完全４週８閉所）が実現可能な工期の設定（この場合、休日が増

えても日給制の多い建設技能者にとって所得減とならないようご配慮をお願いいたします。）

　⑵　改正労働基準法の時間外労働の上限（月４５時間かつ年３６０時間）に向けた工期の確保

　⑶　設計仕様の早期設定と変更期限の遵守

　⑷　想定外の事情による工程遅延が生じた場合の工期延長も含む契約内容の見直し

　⑸　各種会議、打ち合わせを定時時間内に行える体制整備

　⑹　朝礼、打ち合わせへのローテーション参加及びリモート参加の容認

以上
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～活 動 報 告～
A c t i v i t y  R e p o r t

●
技
術
部
会

「
一
級
管
工
事
施
工
管
理
技
士
　
一
次
試
験
対
策
講
習
会
」

［
日
　
時
］ 

令
和
５
年
７
月
１3
日
㈭

［
場
　
所
］ 

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

［
講
　
師
］ 

ト
ー
エ
ネ
ッ
ク
　
技
術
グ
ル
ー
プ

�

担
当
課
長
　
林
　
哲
也
氏

［
参
　
加
］ 
２3
名

●
安
全
部
会

「
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
能
力
向
上
講
習
会
」

［
日
　
時
］ 

令
和
５
年
２
月
21
日
㈫

［
場
　
所
］ 

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

［
講
　
師
］ 

北
嶋
工
業
㈱ 

山
内
浩
志
氏

［
参
　
加
］ 

18
名

技
術
研
修
・
講
習
会

会場

会場

山内浩志 講師

林哲也 講師
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矢
留
工
業

森
松
工
業

北
嶋
工
業

Ａ
Ｇ

高
砂
熱
学
工
業

大
冷
工
業

日
本
設
備
工
業

ソ
エ
ダ

朝
日
工
業
社

米
津
物
産

テ
ク
ノ
菱
和

須
賀
工
業

足
立
工
業

三
建
設
備
工
業

シ
ブ
ヤ
パ
イ
ピ
ン
グ
工
業

オ
ー
タ
ケ

ト
ー
エ
ネ
ッ
ク

川
崎
設
備
工
業

日
比
谷
総
合
設
備

閑
林
工
業

松
本
テ
ク
ニ
コ

ダ
イ
ト
ー

冨
士
機
材

三
機
工
業

不戦負

56 4 4

6

9

2 1

6 7 83 3

米津物産 森松工業

冨士機材

冨士機材 三建設備工業

日比谷総合
設備

三建設備工業オータケ

不戦勝不戦勝 不戦勝 不戦負 不戦勝不戦負不戦負 不戦負

不戦勝

97 010 3 55 0

0 3

1

10 2

米津物産須賀工業 森松工業

01307

6

4

米津物産三建設備工業

5 1 4

じゃんけん
3対5

じゃんけん
3対5

大冷工業

― 第31回 愛空衛親善野球大会 ―
主　催：（一社）愛知県空調衛生工事業協会
協　賛：建通新聞社 / 日刊建設工業新聞社 / 日刊建設通信新聞社

優勝 米津物産㈱

５月27日　試合結果

準決勝

西区洗堰Ｂ

米津物産 2×1 森松工業

西区洗堰C

冨士機材 6×6 三建設備工業

じゃんけん 3×5

決勝

西区洗堰C

三建設備工業 4×9 米津物産
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優勝

最優
秀選手

米津物産株式会社� 　

野球部を2018年に創部をして、5年目を迎え、目標としていた「優勝」が達成でき、

感無量です。コロナ禍で活動も休止していましたが、この 3年間に有力な部員 ( 新

入社員）にも恵まれました。また、来年度も戦力を整え、親睦を図りつつ、「Ｖ２」

を目指して頑張りたいと思います。ありがとうござました。

最優秀選手賞

米津物産株式会社 西村　直哉 選手

今大会はピッチャーとしてグランドに立たせてもらいました。

対戦相手もとても強く、負けたくない一心で腕を振りました。

チームメイトも明るく元気で今まで以上に楽しくできた結果がパフォーマンスにつながりました。�

来期も楽しんで野球ができるように頑張ります。

ありがとうございました。
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敢闘
選手

準優勝

３位３位

準優勝・敢闘選手賞

三建設備工業株式会社　名古屋支店　伊藤　明日香 選手

この大会での敢闘賞を受けることになり、とても光栄です。

まさか準優勝できるなんて思ってみませんでした。私たちのチームは野球経験者が少なく、戦いが始まったときは

不安でいっぱいでした。

しかし、努力と結束力で逆境を乗り越えました。驚くべきことに、「じゃんけん」による勝利が２回もありました！

私たち普段の実力では、１回戦で敗退することがほとんどですが、奇跡的な展開で進出を果たすことができました。

この賞は、私たちの団結と信じる心の証です。感謝の気持ちがいっぱいです。

来年の大会でもよい成績を残せるように日々トレーニングを行っていきます。ありがとうございました。

三建設備工業株式会社

森松工業株式会社

この度は、米津物産様、優勝おめでとうございます。

また、本大会の開催に際し、ご尽力された関係者の

皆様方に心より感謝申し上げます。

目標であった優勝には届きませんでしたが、第3位と

いう結果を収めることが出来ました。

本年は非常にレベルの高い試合が多く、試合内容を

見る限り体力・年齢と野球の腕前は無関係のように思

われました。

これからも大会を盛り上げられるよう、優勝を目指し、

楽しく参加させて頂きたいと思います。

冨士機材株式会社　中部支店

今大会は雨天による日程変更があり、またグランド

コンディションが悪い状況での試合もありましたが、

協会ご担当者様のご尽力により、無事決勝戦まで実施

できたことに感謝致します。

当社に置きましては準決勝敗退という結果となりま

したが、１点差以内の緊迫した試合が３試合続き、と

ても充実した内容であったと感じています。

今年よりも良い結果を目指し、来年もまた参加させ

て頂くことを楽しみにしております。
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始球式

美しい応援団

橋口委員長 挨拶

選手宣誓 三機
工業株式会社 

永井康仁選手
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美と若

三建設備工業株
式会社 監督
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― 第32回 ボウリング大会 ―

橋口委員長 挨拶

日　時：令和５年３月３日㈮

場　所：スポルト名古屋

参加者：６１名

結　果：（２ゲーム　女子Hcp　30 ／ G）

　　　　優勝　伊藤　友亮　閑林工業㈱�3 63

　　　　２位　日比　大作　AG㈱�34 7

　　　　３位　松井　祐司　㈱オーテック環境事業部中部支店�33 7

　　　　４位　古橋　菜帆　三機工業㈱中部支社�33 6

　　　　５位　大桑　孝則　㈱日設　東海支店�332

　　　　女子優勝　　古橋　菜帆　三機工業㈱中部支社�33 6

　　　　　　２位　　合田　美樹　㈱LIXIL�2 96

　　　　　　３位　　四ッ辻裕子　㈱日設　東海支店�2 87

　　　　ハイゲーム　　日比　大作　AG㈱�20 7
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総合
優勝

閑林工業㈱　伊藤　友亮

3 年ぶり（4年？）に開催されたボウリング大会で優勝できて光栄です。

来年も優勝したいので、今から練習しておきます。

ありがとうございました。

三機工業㈱中部支社　古橋　菜帆

この度は女子優勝をいただき誠に光栄です。

初めての出場でしたが、当日は同チームの皆様と楽しみながらベストスコアに近い結果を出

すことができました。

4月より東京への転勤を目前に控えた中で、最後の思い出となりました。

愛空衛協会の皆様にも運営、準備等感謝申し上げます。

本当にありがとうございました。

女子
優勝
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V サイン

橋口委員長 始球式
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― 第33回 写真大会 ―

日　程：令和４年11月26日㈯
場　所：「熱田神宮」
参　加：11名

第 33 回　写真大会審査会

「令和５年３月６日㈪ 写真大会の審査会」

場　所　大嶋宅

審査員　全日本写真連盟　中部支部

　　　　顧問　大嶋 武夫　様

結　果
● 課題

　金賞　中尾　政幸　（綜合エンジニアリング㈱）
　銀賞　高橋　　修　（足立工業㈱）
　銅賞　清水　希美　（事務局）
　佳作　谷口　香月　（三建設備工業㈱名古屋支店）
　佳作　等々力靖幸　（須賀工業㈱名古屋支店）
　佳作　桐山　智春　（三建設備工業㈱名古屋支店）
　佳作　原　　太一　（松本テクニコ㈱）
　佳作　八木　弘美　（事務局）

● 自由

　金賞　渡邉　紘希　（不二熱学工業㈱名古屋支店）
　銀賞　八木　弘美　（事務局）
　銅賞　等々力靖幸　（須賀工業㈱名古屋支店）
　佳作　清水　希美　（事務局）
　佳作　杉本　陽子　（不二熱学工業㈱名古屋支店）
　佳作　井戸健太郎　（㈱日設 東海支店）
　佳作　桐山　智春　（三建設備工業㈱名古屋支店）
　佳作　原　　太一　（松本テクニコ㈱）
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課 題

金賞　中尾　政幸　（綜合エンジニアリング㈱）

銀杏の葉が少し落ちかけた時期に光のきれいな時間帯に撮影したのが良い。立

体感が出て画面が生き生きとしている。

樹の影を全面に配し画面をしめて作画しているのが良く晩秋の家族のスナップ

ショットとした良い作品である。

秋の終わりの撮影会ということでその時期の風景を表

現している。石畳に枯れた落ち葉、まだ葉の残った紅

葉と、いい場所を見つけて他の人とは違った神社の作品

を作っている。

すばらしい　ブラボー！！

画面中央に鳥居をダイナミックに配し、力強い作品で

ある。鳥居の大きさを表現するのに人物を入れたのがよ

かった。

下のポールはカットして欲しかった。そうすれば作品

のレベルがよくなります。細長い作品でOKです。

銀賞　高橋　　修
（足立工業㈱）

銅賞　清水　希美
（事務局）

大嶋 武夫
審査員コメント
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自 由

金賞　渡邊　絋希　（不二熱学工業㈱名古屋支店）

小原地区の四季桜と紅葉の饗宴だと思いますが午後の逆光で撮影したのが成功

しています。

立体感がありとても素晴らしい作品です。

大嶋 武夫
審査員コメント

日本の夏を感じる作品です。茶色に焼けた人力車を引

く人物を入れたことでレベルが一段とアップしました。

ブルーの色調がとても神秘的です。人物を2人だけ入

れて画面をスッキリさせたのが良かったです。

子供に動きが（例：手を上げてクラゲを指している

etc）あると作品がよくなります。

銀賞　八木　弘美
（事務局）

銅賞　等々力靖幸
（須賀工業㈱名古屋支店）
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外観東側 夜景

外観南側

1階 ラウンジ中庭

1階 自習室1階 ダイニングホール

寮室（2・3 階）2階 多目的スペース

［表紙／概要］

学校法人 栗本学園　国際高等学校（全寮制）国際寮
　所 在 地：愛知県日進市米野木町三ヶ峯
　主要用途：高校生専用の寮
　建 築 主：学校法人 栗本学園

概　要
　国際高等学校は、海外への大学進学やグローバルに
活躍するリーダーを目指し、国内外から集まった多様
な経験を有する生徒が共に学ぶ全寮制の高等学校です。
自然豊かで美しい名古屋商科大学の日進キャンパス内
にある国際寮は、日本人の生徒だけでなく、海外帰国
子女、海外からの留学生が安心・安全に生活していけ
るようデザインされています。

施工者
設計監理：安井建築設計事務所
　　施工：株式会社 竹中工務店

工事期間 令和 2年 11 月〜令和 4年 4月

［建築概要］
　敷地面積：614,146.94㎡
　建築面積：2,925.10㎡
　延床面積：7,619.99㎡
　構造規模：S造　地上 3階　地下は RC造
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〒460-0003　名古屋市中区錦一丁目7番31号 山田ビル3階
TEL. （052）253 - 7837� FAX. （052）253 - 7838
一般社団法人　愛知県空調衛生工事業協会

堀　

川

愛知空衛協会
都
心
環
状
線

地
下
鉄
鶴
舞
線

地
下
鉄
鶴
舞
線

桜　　通

伝馬町通

丸の内駅丸の内駅国際センター駅国際センター駅

伏見駅伏見駅

10番出口10番出口

御園小学校御園小学校

泥江懸神社泥江懸神社
袋町通

錦　　通地下鉄東山線地下鉄東山線

地下鉄桜通線地下鉄桜通線

御 園 通仲ノ町通木挽町通

本重町通

一般社団法人 愛知県空調衛生工事業協会

Creative

Idea

Designビデオ映像ビデオ映像

WEB制作WEB制作

企画デザイン
印　刷

企画デザイン
印　刷

Impact

■ 編集後記 • • • • • • • • • • • • • • 

６月１日に通常総会が開催され、新会長
に閑林副会長が就任しました。

会長が新聞社インタビューで今後の運営
方針を提示された。

協会運営は形式的、建前的になりがち。
存在意義を高めるために「本音で話し合え
る組織」にしたい。
また、来年４月に適用される時間外労働
の上限規制への対応は、「元請の意識改革
が不可欠」としながらも「将来を見据える
と、単に人手を集める努力より業務を効率化
する工夫が重要である」との考えを示した。
その業務の効率化には、大きく３つの柱
がある。一つめは、人のやる気を起こさせ
る方策が一番。良好なコミュニケーション
ができる環境整備の促進。

二つめは、業務全般の見える化。業務の方
向性が解る。三つめは、DXの活用。最近の
AI（人工知能）。チャット（Chat）GPTのよ
うな対話型 AI、画像生成 AIがあり、活用に
よる業務の効率化が考えられる。

最近は、なんでも「値上げ！」資材の高
騰はもちろん、燃料費、食料品など言い出
せばキリがない！今は、忍耐が必要かも！

一方、新型コロナウイルス感染症の位置
づけが、「２類相当」から「５類感染症」
になり普段の状況の感がありますが、油断
しないでください。

当協会は、講習会など様々な事業を企画
しております。是非、活用ください。

 事務局　小板橋
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